
― 名 船  発 掘 〈汽船〉===ニ

(主要目)鉄 道連絡船、鉄道院所有、336総トン 垂 線間長38 1m、

幅76m、 満載吃水22m、 主機三連成汽機 2基 、2軸 、最大出力659

指示馬力、最高速力Hlノ ッ ト、旅客定員493人、1917年大阪鉄工

所建造 (データは控工時のもの)

水

晩年は修学旅術専用船になった宇高連絡船

高松港の水島丸 (左)コ右後方は山陽丸クラス (写真提供=小 林義秀)

申
高
連
絡
船

は
容
姿
が
美
し

い

鉄
道
連
絡
い
は
姿
が
夫
し
い
。
関
谷
航
路
の

「金

剛
九
」
「景
価
九
」
両
ク
ラ
ス
、
小
壮
な
方
で
は
午

高
航
路
の

「山
陽
九
」
ク
ラ
ス
な
ど
は
、
容
姿
端
魁

と
い
う
点
で
、
ど
な
た
も
民
存
が
な
い
船
で
あ
ろ
う
，

航
路
で
み
る
と
、
戦
前
の
十
高
航
路
に
業
形
の
＝
が

多
く
兄
受
け
ら
れ
る
。

戦
前
の
宇
高
連
絡
船
は
、
瓜
光
明
塊
な
瀬

戸
内
海

を
航
行
す
る
こ
と
か
ら
、
小
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
よ

う
な
見
栄
え
が
す
る
船
姿
を
持

っ
て
い
た
，

こ
う
し
た
美
形
の
手
高
連
絡
体
の
な
か
で
、
白
肩

と
言
え
る
の
は
や
は
り

一
―――
陽
九
」
ク
ラ
ス
、
す
な

わ
ち

「
山
陽
九
」
と

一‐南
海
丸
」
で
あ
ろ
う
．

ず

い
ぶ
ん
古
の
話
だ
が
、
キ
者
は
高
校
の
修
学
旅

行
で
、
一紫
≡
九
」
に
乗
り
円
円
に
渡

っ
た
こ
と
が

あ
る
．
そ
の
と
き
怖
卜
か
ら
、
高
性
港
――
に
祉
並
び

に
係
恥
さ
れ
て
い
る

「山
陽
九
」
と

「市
海
九
」
を

見
た
．
じ
つ
に
美
し
か

っ
た
，
白

い
洋
え
子
が
■
個

並
ん
で
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

年
高
辿
格
船
は
、
明
治
の

「児
ル
九
」

一
工
藻
九
」

を
第
　
世
代
と
す
る
と
、
人
正
の

「
山
陽
九
」
「尚

海
丸
」
は
第
二
世
代
と

い
う
こ
と
に
な
る
．

今
川
の

「水
鳥
九
」
は
、
そ
の
両
世
代
の
あ
い
だ

に
入
る
船
で
、
姉
妹
砧
は
な

い
。
「
児
島
丸
」
ク
ラ

ス
の
拡
大
タ
イ
ブ
だ
が
、
何
度
も
改
装
を
■
ね
て
い

る
う
ち
に
、
姿
、
性
格
と
も
に
妹
格
の

「
山
陽
丸
」



ク
ラ
ス
に
似
て
き
た
と
い
う
而
白
い
怖
で
あ
る
。

宇
高
航
路
の
新
造
第

一
船

本
四
連
絡
の
幹
線
鉄
道
で
あ
る
キ
野
線
が
開
通
し

た
の
は

，
九

ｉ
Ｏ

（明
治
四
十
三
）
年
で
あ
る
ｃ

こ
れ
に
伴

っ
て
宇
町
～
高
松
門
に
■
高
航
路
が
開

米
。
そ
れ
ま
で
の
岡

―――
～
高
性
問
と
に
道
～
多
度
汁

間
の
航
降
は
廃
止
さ
れ
て
、
就
航
研
の

「児
烏
九
」

ク
ラ
ス
エ
隻
は
宇
高
航
路
に

一
本
化
し
た
。

大
正
に
入
る
と
、
生
活
に
レ
ジ
ャ
ー
が
浸
透
し
、

宇
高
航
路
の
利
用
増
に
つ
な
が

っ
た
。
金
刀
比
羅
宮

三
百
年
祭
で
は
、
全
国
か
ら
六
万
人
以
上
の
参
拝
各

が
紋
到
し
、
本
の
行
楽
客
と
競
合
し
た
た
め
、
航
路

は
共
■
に
洸
雑
し
た
．
積
み
残
し
作
も
出
た
。

通
常
の
輸
送
量
も
増
え
、
二
ＦＩ
ト
ン
興
の
二
船
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
く
な

っ
た
。　
一
冊
が
休
航
す
る

と
、
航
路
は
お
手
上
げ
の
状
態
に
な

っ
た
。
輸
送
力

を
強
化
す
る
た
め
、
新
造
林
が
計
両
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
工
百
ト
ン
型
の

「水
ん
九
」
が
大
阪
鉄

ｉ
所
で
処
辻
さ
れ
、　
一
九

一
ｔ

（人
Ｉ
六
）
年
五
月

に
■
高
航
路
に
デ
ビ

ュ
ー
し
た
の
で
あ
る
。
処
辻
賀

は
十
七
万
円
千
五
百
円
で
あ

っ
た
と

い
う
。

大
改

装

を

た
び

た
び

受

け

る

「水
島
九
」
は
何
回
も
改
装
さ
れ
た
。
改
装
回
数

の
多
さ
で
は
各
船
史
上
屈
指

の
船
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
連
絡
船
時
代
だ
け
で
五
回
も
改
装
さ
れ
た
。

「児
烏
九
」
ク
ラ
ス
に
代
わ

っ
て

「山
陽
九
」
ク
ラ

ス
が
就
航
し
た
大
正
末
年
に
は
、
す
田
に
わ
た

っ
て

大
が
か
り
な
改
芸
を
受
け
た
．

複
数
の
鉄
道
連
絡
船
が
走
る
抗
路
で
は
、
列
車
と

の
接
続
の
関
係
で
、
各
船
の
性
能
や
旅
客
定
員
な
ど

を
均

一
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

つ
ま
り

「水
鳥

丸
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
体
冊
の

「児
鳥

九
」
ク
ラ
ス
か
ら
、
大
型
の

「
出
陽
九
」
ク
ラ
ス
に

能
力
を
合
わ
せ
る
必
要
が
，
じ
た
わ
け
だ
。

こ
の
改
装
で
、
新
造
時
の

一
年
十
人
、
二
等
六
十

九
人
、
二
等
四
百
十
四
人
の
旅
客
定
員
が
、
二
等
六

十
人
人
、
二
等
八
百
十
六
人
に
増
え
た
。　
一
年
は
消

え
た
が
、
全
体

の
収
容
力
は
八
制
も
ア
ッ
プ
し
た
。

子
押
■
の
格
納
ス
ベ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
、
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
の

「水
島
九
」
で
あ
る
。
外
兄
で
大
き
く
変
わ

っ
た
の

は
、
ブ
リ
ッ
ジ
の
下
の
遊
歩
甲
板
で
あ
る
。
前
部
客

室
が
船
尾
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
新
造
時
に

十
年
各
〓

が
あ

っ
た
前
部
は
、
サ
ロ
ン
ふ
う
の
二
等
客
〓
と
な

り
、
後
部
は
二
年
客
ｉ
に
】
て
ら
れ
た
。

史
■
は
、
何
阿
も
の
故
装
で
外
形
が
本
格
好
に
な

っ
た
と
評
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

そ
れ
な
り
に
均
整
の
と
れ
た
姿
を
し
て
い
る
し
、
遊

歩
甲
板
前
部
の
角
窓
が
美
し
い
。

内
航
客
船

「く
に
さ
き
」
に
変
身

牛
高
航
路
で
工
十
年
働

い
た
の
ち
、
「水
鳥
九
」

は
戦
後
、
■
方
～
堀
れ
航
路
に
移

っ
た
．

次

い
で

一
九
五

ｉ

（昭
和
二
十
人
）
年
に
は
、
瀬

戸
内
海
汽
船
に
売
却
さ
れ
、
尾
道
～
今
治
航
路
に
就

航
し
た
。
大
改
装
が
行
な
わ
れ
、
主
機
が
レ
シ
プ
ロ

か
ら
ス
ル
ザ
ー
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
変
わ

っ
た
。
煙
突

が
何
く
な
る
な
ど
、
船
姿
も

一
変
し
た
。

瀬
戸
内
ル
汽
い
か
ら
争
イ
に
体
せ
ら
れ
た
文
■
で

は
、
船
名
は
二
年
後
に
「
く
に
さ
き
」
に
改
め
ら
れ
、

そ
の
後
、
尾
道
～
今
治
、
呉
　
広
島
～
別
府
、
広
島

～
松
山
各
航
路
の
予
備
船
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
と
し
て

稼
働
し
た
と

い
う
。

い
っ
ぽ
う

一船
舶
明
細
書
」
に

よ
る
と
、
「水
鳥
丸
」

「く
に
さ
き
九
」

「く
に
さ
き
」

の
順
に
船
名
が
変
わ
り
、
　

九
五
九

（昭
和

ｉ
十
四
）

午
頓
に
、
ｉ
機
が
Ｈ
本
発
動
機
製
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に

再
換
装
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で

一
九
六
二

（昭
和
三
十
七
）
年
に
は
、
修

学
旅
行
専
用
肝
に
変
身
‘
船
内
に
海
洋
資
料
室
や
映

写
室
が
設
け
ら
れ
た
。
就
航
期
間
は
約
三
年
間
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
関
西
汽
船
も
、
千
ト
ン
型
の

修
学
旅
行
専
用
恥
を
二
隻
批
抗
さ
せ
て
お
り
、
ク
ル

ー
ズ
各
船
に
似
た
逆
航
を
行
な

っ
て
い
る
。

「
く
に
さ
き
」
が
リ
タ
イ
ア
し
た
の
は
、
そ
の
十
年

後
の

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）
年
．
船
齢
は
五
十

五
年
に
達
し
て
い
た
。
廃
船
後
の
船
体
は
、
そ
の
後
、

浮
桟
橋
と
し
て
使
わ
れ
た
と

い
う

山

田
　

迪
生

脚


